
宍道湖におけるワカサギ。シラウオの

漁獲と成長について

山本孝二・小川絹代

ワカサギ・シラウオは，宍道湖における魚類の中で最も重要な漁業資源であり，古くから宍道湖

の七珍味として知られていろ。ワカサギについては６０年度に人工ふ化場の建設が予定され，ふ化放

流事業が計画されていろ。現在宍道湖のワカサギ・シラウオ漁獲方法の一つである桝網での漁獲量

と成長について調査を行った。

調査方法

漁獲量は宍道湖漁協資料により５９年１０月～60年３月まで許可になっている６９統の桝網につい

て検討した。この中漁期内に全く漁獲されなかった桝網は除き，また月によって漁獲がない桝綱は

その都度除外した。桝網を地域的に下記のように大きく６水域に分けて検討し，その水域を図１に

桝網の位置を図２に示した。成長調査は宍道湖西部の新建川河口で７月，９月が投網，１０月から

３月まで河口付近の桝網で漁獲されたものについて行った。また，その他４水域（宍道を除く）で

漁期間中に毎月１回体長，体重を測定した。

田

図１調査鋤 刀瀦釛HnR

ＩＤ曲

刀ｆ

図２桝網位置図
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水域
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計
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７
６
９
６

可
１
１
１
１

許

６２～６６

6７

６８，６９

7０

結果と考察

血溌驚言橇
今年度の月別に漁獲量を見ろと解禁日より１２月までの漁獲量は，漁期全体に対し約９割を占めろ。

55年からの割合は７～８割であるので,宍道湖における桝網の漁痩傾向は同じであるが今年度は特

に顕著にあらわれた。なお，ほぼ同じ漁獲型であった５５年度は，約７割であった。

月毎水域別にみろと，ワカサギは解禁から１２月まで北岸部(NDL3,4,2）に多く，その漁獲量は

１０，１１月において約７割の漁痩を占めている。南岸部の松江，玉湯（NDL1,6）は解禁後から徐々に

増え12月が多くなっている。産卵盛期の２，３月には西部の斐ＩＩＬ平田が多く，次いで大野と松江

玉湯付近（N04,3,6,1）が多くなっていろ。２月の宍道と大野の漁痩は斐川平田に近い桝網（Nｑ

３７，３８，５０，５１）であった。ここで松江の１２月から３月までの漁獲は北岸（桝網IUul～７）７７６

K,に対し南岸（桝網NoL62～６６）は1,7971Ｖであり，特に１～３月の産卵期はほとんど南岸で漁痩

されたものであった。宍道は１２月，２月に漁獲ざれ漁獲が少ない。
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表２ワカサギ，シラウオの水域別漁獲量

ワカサギ

水域
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シラウオ

5９５６０１２３（月）ＩＯＩＩＩ２

ワカサギ

図－５桝網ｌ統当りの漁獲型に対する各水域の割合

桝網の水域による月毎の漁痩傾向は今年度も前年度とほぼ同じである。宍道湖のワカサギは，以

前から降海型と陸封型の二系統が生息していろといわれていろ。前者は，秋に宍道湖北岸部を回遊

し，中海へ降下，そして産卵時期が近ずくにつれ大橋111をそ上し宍道湖南岸を通り西部の産卵場へ

向うとされている。水域毎の漁獲型を見ろと解禁当初には，斐川，平田，大野，浜佐陀(Nu4,3,2）

と回遊し，そ上時期には，宍道湖南岸の松江，玉湯（N､`1,6）の漁獲量が最高となる。産卵盛期に

なると主産卵場である斐川，平田（NbL4）附近の漁獲量が多くなる。

また，解禁当初より斐川，平田(Nu4）の全体に対する漁穫璽は，１２月まで17～30％の範囲であ

まり変らない。これは，もう一つの系統でありこちらは，斐伊川を中心としてそのまま宍道湖の西

岸に集っているワカサギの漁獲と考えられろ。以上の結果から従来考えられていたワカサギの宍道

湖における回遊行動は，月毎の水域別漁痩型の割合によるものと同じ傾向を示した。

次に，シラウオについてみると月毎の漁獲量の傾向は玉湯(ｈｈ６）を除いてはワカサギの場合と各

水域共ほぼ同じであるが，２，３月において水域別の漁痩型の割合はワカサギほど顕著な差があら

われない。これは，産卵盛期がワカサギより１カ月くらい遅いためではないかと考えられる。しか

し，３月の産卵期になると斐川，平田，大野，玉湯(N､4,3,6）の附近で漁獲量が多くなる。産卵場

は漁獲状況から西部の斐川，平田，大野附近と玉湯，松江附近に産卵場があるものと推測でき二系

統あるように思われるが，今後シラウオの性比産卵場などの調査を行い，検討しなければならない。

-158-



成長について

新建111河口の体長，体重の測定結果を表３に，平均値を図４に示し，他の４水域の測定結果を表

４に示した。

表５新建川河口の測定結果

ワカサギ

体長（c1Hl） 体重（９） 肥満度

驍
採集日

少~最大

2.6～ 0.535 ０１６～１．４０ 0.244 ７．２～11.5

９
１
７
１
０
２
５
５

シ
泥
皿
、
加
翅
型
翠

１
１
１

９５
㈹

0.619 0.73～２．５９ 0.52 ８１～11.8

６３～８．５ 1.9５６０ 7.7～1２８

５．６～９４ 0.614 1.46～８．７５ ６３～1１２

６２～0.1 0.782 １６７～

8.0～109 0.660 4.38～13.58 1７１７ ７１～

8.2～11.0 4.87～】5.75 7.6～12.2

～100 ８３２ 3.49～10.4 ２２〔 ８３～16.8

シラウオ

凶ｍＬＨヨ

2.7～3.5 0.251 0.01～０１４
コケ７'、

】１１J

３．１～4.1 008～023 】､０ｺ

3.7～４５ 0183 012～0.26 ０．０

4.8～6.0 0316 0.29～0.62 0.086
●

5.9～； 0.467 0.50～1．４１ DIQ

6.4～8.7 0.474 066～1.79

7.0～9.1 0.91～2.13 所

7.7～9.7 1.36～3.47

6.0～9.3 0.439 0.58～2.64
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表４－ｌ宍道湖４水域のワカサギの測定結果

＝２５日６０．＝２２日59．’’二２１１１ ＥＩ，ＲＦ

１０１

９．７０0.931８．９４1.223８．７３0.559７．９８0.685＿ＳＤ

６．７～９．８ ６．６～１０８ ～１１．３５．６～9.6 ９１【

６２９1.5407.50-3.291９．２２－２．６４８６．６９１９（４．９６1.521＿ＳＤ

２．４６～11.04 ２．３８～13.04 ２．６４～１６．３１．６～9.1 ５５～ｌＣ

100 １０１１００

9.35-0.816８．８２0.633 ９．１２0.733７７４0.672＿ＳＤ舞仏

７１～11.1～１１．１6.0～9.7

６６５－１．８１６ ８．１５２１３１ ８．０９1.947４．６０１．４１８＿Ｓ、

３．８６～１３．６３．３５～11.95１．６７～9.3

１００101

８．９３０７１９ 9.10.702 ９．７３－０．８４９７．５５－０．６２６＿ＳＤ ＨＨＩＭｄ

７０～１０６ ６．８～５．４～9.2

８．７１－２．１６７７．９０－２．０６３6.89-1893４．０９1.094＿ＳＤ ７４１

３．９５～１３６２．７９～１２４９１４６～7.16

100 100100

１００４０７５８９１７－０６０３ ９．２３－０．６９３８．１４－０．６７５ＳＤ hＭｉ９【ＩＨＩ

１０．６ ６．６～10.6 ７９～１１．９６．８～9.6

１０．３７－２１４８８．２２1.879 ８．５７２．１３４５．４０1.623＿ＳＤＷ

２．９８～３．７３３．５４～12.91２．５８～0.12 、～１３ＤＢ

（）は桝網NDL
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59.11月２１日 12月２０日 60.1月２２日 ２月２５日

測定尾数

体長

(c7iB）

平均工ＳＤ

範囲

体重

(９）

平均±ＳＤ

範囲
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表４－２宍道湖４水域のシラウオの測定結果

１２＝２０日 ６０．１.＝二 司宏Ｅ

１０３
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６９ 1０１箙

ＳＤ 0.361 ８．０３＿

：.．６．３～８．１７２～９．４6.1～9.0

＿Ｓ、 １．４９０２２１．０６0.182 Ｉロ0.305 )６Ⅱ４２

０．９５～２．０３ ＩＣ～２．３８ １．２２．８８０．５５～１.“ ４ｆｉｉＭ脾

（）は桝網lｈ

ワカサギの新建川河口での成長を前年と比較すると７月の投網により採捕された魚体は，前年よ

り平均体長で1.0”，体重で0.47ｇ小さい魚体であった。しかし10月になると逆に本年度のワカサ

ギが，体長で０．６噸,体重で112ｇ上回った。２月においてもそれぞれＯ５ｃ１ｉＮ，１．９５ｇ上回った。

これは，今年度７月の新建111における投網による採捕尾数は同じであったが，５９年１月から４月ま

で異常寒波により宍道湖の水温が低くそのためにふ化が例年に比べ遅れたと思われ，これがワカサ

ギの魚体が小さかった原因と思われる。しかし，夏季の大量へい死によりワカサギの密度が減った

ために10月には前年を上回ったと思われろ。また，３月の測定結果は２月よりかなり小さくなって

いるが，これは３月２５日に漁穫されたもので産卵後期と思われ，体長で７～９噸の間に約７０％，
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59.11月２１日 12月２０日 60.1.月２２日 ２月２５日

測定尾数

体長

(qH）

平均±ＳＤ

範囲

体重

(９）

平均±ＳＤ

範囲

9８

6.99±0.494

～８．３

0.95±ｑｌ８７

0.46～１．５１

9９

7.73±0.459

6.3～

1.42±０２２２

0.92～１．９５

1０３

7.87±0485

戸～

L38±0313

0.74～２．５５

8９

8.40±0.342

～9.3

2.01土0.359

1.29～2.92

測定尾数

体長

(“）

平均±ＳＤ

範囲

体重

(９）

平均±ＳＤ

範囲

1００

７０±0.528

～８．２

1.01±0.250

0.34～Ｌ6７

9８

7.91±0,448

～８．７

L47±０２８４

0.52～３．０８

101

7.77±0494

￣、－

1.44±０３１８

～３．０５

1０２

8.39土0407

～9.4

L83±0325

0.97～2.65

測定尾数

体長

(cⅡ!'）

平均±ＳＤ

範囲

体重

(９）

平均工ＳＤ

範囲

1００

7.6±0.453

5.3～８．１

LO4±0245

～２．２１

9９

7.67±0379

6.7～

Ｌ３１工０２２０

0.57～Ｌ8４

9９

7.87±0.418

6.4～８．７

149±0.235

0.73～Ｌ9８

1００

8.32±0.444

7.3～9.8

1.89エ0.344

1.14～3.51

測定尾数

体長

(cｶﾘ）

平均±ＳＤ

範囲

体重

(９）

平均±ＳＤ

範囲

9８

7.17±0.361

6.3～8.1

LO6±0.182

0.55～Ｌ“

6９

8.03±0.454

7.2～９．４

149±0.222

0.95～２．０３

101

7.93±0.5

6.1～

1.53±0.294

0.67～２．３８

９９

8.37±０３９７

7.7～９５

2.06±0.305

1.2～2.88

￣

松江

(66）

浜佐
陀

(１８）

大野

(３４）

玉湯

(57）

●■■■■■■■

３月25日

9９

8.18±0453

7.0～９．５

183±0.398

098～２．７５

8.46

100

＋ 0.446

７０～９．６

207±0.369

1.01～３．２

9３

8.17±0.639

4.1～９．５

2.06工0.429

0.46～３．０８



体重で４～６９に約50％の割合であった。した

がって成長の遅れたワカサギが産卵後期になっ

て回遊してきたものが漁穫されたためと思われ

ろ。

シラウオの成長は，１１月の解禁当初は７噸前

後であり，７月の調査時から約４“程度体長が

大きくなった。それ以降はあまり急激な伸びは

なくゆるやかな勾配であった。逆に体重は，１０

月頃より増えはじめ２月末には，１０月約１．５９

の増重となった。

水域別の成長差はあまり認められなかったが

今後とも引続き調査を要する。
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図４体長，体重の変ｲヒ
約要

1．宍道湖におけるワカサギ，シラウオの漁獲量，成長について調査を行った。

2．今年度の桝網漁獲量は，ワカサギ36.199A，，シラウオ5,980K9であった。

3．各水域のワカサギの桝網の漁獲量は，大野付近が最も多く次いで浜佐陀，斐川，平田，松江，

玉湯，宍道となり，シラウオは大野，斐川，平田，浜佐田，松江，玉湯，宍道であった。

4．ワカサギ，シラウオの従来考えられていた回遊行動と各水域の月毎漁獲量の変化が同じ傾向で

あった。

5．今年度のワカサギの体長，体重は７月には前年度より小型であったが，１０月より前年度を上

回った。
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